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【手続補正書】
【提出日】令和3年8月2日(2021.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）の相互作用構成要素において、ネットワークスライスに、データネ
ットワーク名（ＤＮＮ）に、およびアクセスポイント名（ＡＰＮ）に、ネットワークスラ
イス選択ポリシー（ＮＳＳＰ）がアプリケーションをマッピングすることを可能にするこ
とと、前記ＮＳＳＰは、前記ユーザ機器（ＵＥ）が発展型パケットコア（ＥＰＣ）に接続
されるときに使用するために可能にされ、ここにおいて、前記ＥＰＣの中で使用される前
記ＡＰＮは、第５世代コアネットワーク（５ＧＣ）の中で使用される前記ＤＮＮとは異な
る、
　アプリケーションマッピング構成要素を介して前記アプリケーションをマッピングする
ことと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＮＳＳＰがネットワークスライスへの前記アプリケーションをマッピングすること
を前記可能にすることが、前記ＵＥが前記５ＧＣに接続することに応答して実行される、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　アクティブなパケットデータ単位（ＰＤＵ）セッションごとに、前記ネットワークスラ
イス、前記ＤＮＮ、および前記ＡＰＮから、ＰＤＵセッション識別情報（ＩＤ）への、マ
ッピングを保持することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ワイヤレス通信デバイスであって、
　命令を記憶するメモリと、
　前記メモリと通信しているプロセッサとを備え、
　　相互作用構成要素において、ネットワークスライスに、データネットワーク名（ＤＮ
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Ｎ）に、およびアクセスポイント名（ＡＰＮ）に、ネットワークスライス選択ポリシー（
ＮＳＳＰ）がアプリケーションをマッピングすることを可能にすることと、前記ＮＳＳＰ
は、ユーザ機器（ＵＥ）が発展型パケットコア（ＥＰＣ）に接続されるときに使用するた
めに可能にされ、ここにおいて、前記ＥＰＣの中で使用される前記ＡＰＮは、第５世代コ
アネットワーク（５ＧＣ）の中で使用される前記ＤＮＮとは異なる、
　　アプリケーションマッピング構成要素を介して前記アプリケーションをマッピングす
ることと、
　を行うために前記プロセッサが前記命令を実行するように構成される、ワイヤレス通信
デバイス。
【請求項５】
　前記ＵＥが前記５ＧＣに接続することに応答して、前記ＮＳＳＰがネットワークスライ
スへの前記アプリケーションをマッピングすることを可能にするように、前記プロセッサ
がさらに構成される、請求項４に記載のワイヤレス通信デバイス。
【請求項６】
　アクティブなパケットデータ単位（ＰＤＵ）セッションごとに、前記ネットワークスラ
イス、前記ＤＮＮ、および前記ＡＰＮから、ＰＤＵセッション識別情報（ＩＤ）への、マ
ッピングを保持するように、前記プロセッサがさらに構成される、請求項４に記載のワイ
ヤレス通信デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９３】
　[00205]本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作成または使用することを可能にす
るために提供される。本開示の様々な修正は当業者には容易に明らかになり、本明細書で
定義される共通原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく、他の変形形態に
適用されてよい。さらに、説明した態様および／または実施形態の要素は単数形で記載ま
たは特許請求されることがあるが、単数形への限定が明示的に述べられていない限り複数
形が考えられる。追加として、任意の態様および／または実施形態の全部または一部は、
別段に記載されていない限り、任意の他の態様および／または実施形態の全部または一部
とともに利用されてよい。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限
定されるべきでなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴に一致する最も広い範囲
を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　データネットワーク名（ＤＮＮ）に、およびユーザ機器（ＵＥ）が発展型パケットコア
（ＥＰＣ）に接続されるときに使用されるべきアクセスポイント名（ＡＰＮ）に、ネット
ワークスライス選択ポリシー（ＮＳＳＰ）がネットワークスライスへのアプリケーション
をマッピングすることを可能にすることと、
　前記アプリケーションをマッピングすることと
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記ＥＰＣの中で使用される前記ＡＰＮが、第５世代コアネットワーク（５ＧＣ）の中
で使用される前記ＤＮＮとは異なる、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ＮＳＳＰがネットワークスライスへの前記アプリケーションをマッピングすること
を前記可能にすることが、前記ＵＥが前記５ＧＣに接続することに応答して実行される、
Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ４］
　アクティブなパケットデータ単位（ＰＤＵ）セッションごとに、前記ネットワークスラ
イス、前記ＤＮＮ、および前記ＡＰＮから、ＰＤＵセッション識別情報（ＩＤ）への、マ
ッピングを保持することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）が発展型パケットコア（ＥＰＣ）に移動することに応答して、また
は前記ＵＥが前記ＥＰＣの中にある間に新たなパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）接
続が作成されることに応答して、ＵＥ機能が、アクティブなＰＤＮ接続と対応する単一ネ
ットワークスライス選択支援情報（Ｓ－ＮＳＳＡＩ）との間のマッピングを保持すること
を可能にすることと、
　登録プロシージャ中に前記マッピングについての情報をアクセスおよびモビリティ管理
機能（ＡＭＦ）に提供することと
　を備える方法。
［Ｃ６］
　ＰＤＮ接続が、パケットデータ単位（ＰＤＵ）セッションと同じかまたは類似である、
Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＵＥが前記ＥＰＣの中にある間に前記新たなＰＤＮ接続が作成されることに応答し
て、前記対応するＳ－ＮＳＳＡＩをプロトコル構成オプション（ＰＣＯ）フィールドの中
で受信すること
　をさらに備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ８］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　様々なネットワークスライスへの接続性をサポートするアクセスおよびモビリティ管理
機能（ＡＭＦ）が、ＵＥに対してネットワークによって許容されるネットワークスライス
のリストの中のネットワークスライスのセットから、発展型パケットコア（ＥＰＣ）の中
の特定の専用コアネットワーク（ＤＣＮ）までの間の、マッピングを用いて構成されるこ
とを可能にすることと、
　前記マッピングを適用することと
　を備える方法。
［Ｃ９］
　ネットワークスライスの前記セットのネットワークスライスが、単一ネットワークスラ
イス選択支援情報（Ｓ－ＮＳＳＡＩ）によって識別される、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　許容ネットワークスライスが許容Ｓ－ＮＳＳＡＩによって識別される、Ｃ９に記載の方
法。
［Ｃ１１］
　前記ネットワークスライスに対応するセッション管理機能（ＳＭＦ）を選択するために
、前記Ｓ－ＮＳＳＡＩが前記ＡＭＦによって使用される、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　セッション管理機能（ＳＭＦ）選択機能が、ネットワークスライスのセットと発展型パ
ケットコア（ＥＰＣ）の中の専用コアネットワーク（ＤＣＮ）との間のマッピングを考慮
して、アクセスおよびモビリティ管理機能（ＡＭＦ）が、ネットワークスライスに対応す
るユーザ機器（ＵＥ）に対してパケットデータ単位（ＰＤＵ）セッションを確立するため
のＳＭＦを選択することを確実にすることを可能にすることと、
　前記ＳＭＦ選択機能を適用することと
　を備える方法。
［Ｃ１３］
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　前記ＵＥが前記ＰＤＵセッションを前記ＥＰＣに移動させるとともに、特定のＤＣＮが
ネットワークスライスの前記セットと前記ＤＣＮとの間の前記マッピングに基づいて前記
ＵＥにサービスするための選択であるとき、前記マッピングが、前記ＳＭＦが前記ＰＤＵ
セッションに対する接続性管理をサポートし続けることを確実にする、Ｃ１１に記載の方
法。
［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　許容単一ネットワークスライス選択支援情報（Ｓ－ＮＳＳＡＩ）に基づいてアクセスお
よびモビリティ管理機能（ＡＭＦ）によって設定された一時的ユーザ機器（ＵＥ）使用タ
イプを用いて、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）の中に保持される加入済みＵＥ使用タイプ
を増補することと、
　前記許容Ｓ－ＮＳＳＡＩが前記ＵＥに割り振られるときに前記一時的ＵＥ使用タイプを
前記ＨＳＳに提供することと
　を備える方法。
［Ｃ１５］
　前記加入済みＵＥ使用タイプに加えて前記一時的ＵＥ使用タイプを前記ＨＳＳの中に記
憶することをさらに備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記ＵＥ使用タイプをモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）に提供するとき、前記Ｈ
ＳＳが、記憶された一時的ＵＥ使用タイプを有する場合、前記ＨＳＳが前記一時的ＵＥ使
用タイプを提供する、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信デバイスであって、
　命令を記憶するメモリと、
　前記メモリと通信しているプロセッサとを備え、
　　データネットワーク名（ＤＮＮ）に、およびユーザ機器（ＵＥ）が発展型パケットコ
ア（ＥＰＣ）に接続されるときに使用されるべきアクセスポイント名（ＡＰＮ）に、ネッ
トワークスライス選択ポリシー（ＮＳＳＰ）がネットワークスライスへのアプリケーショ
ンをマッピングすることを可能にし、
　　前記アプリケーションをマッピングするために、
　前記プロセッサが前記命令を実行するように構成される、ワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１８］
　前記ＥＰＣの中で使用される前記ＡＰＮが、第５世代コアネットワーク（５ＧＣ）の中
で使用される前記ＤＮＮとは異なる、Ｃ１７に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ１９］
　前記ＵＥが前記５ＧＣに接続することに応答して、前記ＮＳＳＰがネットワークスライ
スへの前記アプリケーションをマッピングすることを可能にするように、前記プロセッサ
がさらに構成される、Ｃ１７に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ２０］
　アクティブなパケットデータ単位（ＰＤＵ）セッションごとに、前記ネットワークスラ
イス、前記ＤＮＮ、および前記ＡＰＮから、ＰＤＵセッション識別情報（ＩＤ）への、マ
ッピングを保持するように、前記プロセッサがさらに構成される、Ｃ１７に記載のワイヤ
レス通信デバイス。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信デバイスであって、
　命令を記憶するメモリと、
　前記メモリと通信しているプロセッサとを備え、
　　ユーザ機器（ＵＥ）が発展型パケットコア（ＥＰＣ）に移動することに応答して、ま
たは前記ＵＥが前記ＥＰＣの中にある間に新たなパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
接続が作成されることに応答して、ＵＥ機能が、アクティブなＰＤＮ接続と対応する単一
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ネットワークスライス選択支援情報（Ｓ－ＮＳＳＡＩ）との間のマッピングを保持するこ
とを可能にし、
　　登録プロシージャ中に前記マッピングについての情報をアクセスおよびモビリティ管
理機能（ＡＭＦ）に提供するために、
　前記プロセッサが前記命令を実行するように構成される、ワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ２２］
　ＰＤＮ接続が、パケットデータ単位（ＰＤＵ）セッションと同じかまたは類似である、
Ｃ２１に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ２３］
　前記ワイヤレス通信デバイスが前記ＥＰＣの中にある間に前記新たなＰＤＮ接続が作成
されることに応答して、前記対応するＳ－ＮＳＳＡＩをプロトコル構成オプション（ＰＣ
Ｏ）フィールドの中で受信するために、
　前記プロセッサが前記命令を実行するようにさらに構成される、Ｃ２１に記載のワイヤ
レス通信デバイス。
［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信デバイスであって、
　命令を記憶するメモリと、
　前記メモリと通信しているプロセッサとを備え、
　　様々なネットワークスライスへの接続性をサポートするアクセスおよびモビリティ管
理機能（ＡＭＦ）が、ＵＥに対してネットワークによって許容されるネットワークスライ
スのリストの中のネットワークスライスのセットから、発展型パケットコア（ＥＰＣ）の
中の特定の専用コアネットワーク（ＤＣＮ）までの間の、マッピングを用いて構成される
ことを可能にし、
　　前記マッピングを適用するために、
　前記プロセッサが前記命令を実行するように構成される、ワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ２５］
　ネットワークスライスの前記セットのネットワークスライスが、単一ネットワークスラ
イス選択支援情報（Ｓ－ＮＳＳＡＩ）によって識別される、Ｃ２４に記載のワイヤレス通
信デバイス。
［Ｃ２６］
　許容ネットワークスライスが許容Ｓ－ＮＳＳＡＩによって識別される、Ｃ２５に記載の
ワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ２７］
　前記ネットワークスライスに対応するセッション管理機能（ＳＭＦ）を選択するために
、前記Ｓ－ＮＳＳＡＩが前記ＡＭＦによって使用される、Ｃ２５に記載のワイヤレス通信
デバイス。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信デバイスであって、
　命令を記憶するメモリと、
　前記メモリと通信しているプロセッサとを備え、
　　セッション管理機能（ＳＭＦ）選択機能が、ネットワークスライスのセットと発展型
パケットコア（ＥＰＣ）の中の専用コアネットワーク（ＤＣＮ）との間のマッピングを考
慮して、アクセスおよびモビリティ管理機能（ＡＭＦ）が、ネットワークスライスに対応
するユーザ機器（ＵＥ）に対してパケットデータ単位（ＰＤＵ）セッションを確立するた
めのＳＭＦを選択することを確実にすることを可能にし、
　　前記ＳＭＦ選択機能を適用するために、
　前記プロセッサが前記命令を実行するように構成される、ワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ２９］
　前記ＵＥが前記ＰＤＵセッションを前記ＥＰＣに移動させるとともに、特定のＤＣＮが
ネットワークスライスの前記セットと前記ＤＣＮとの間の前記マッピングに基づいて前記
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ＵＥにサービスするための選択であるとき、前記マッピングが、前記ＳＭＦが前記ＰＤＵ
セッションに対する接続性管理をサポートし続けることを確実にする、Ｃ２４に記載のワ
イヤレス通信デバイス。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信デバイスであって、
　命令を記憶するメモリと、
　前記メモリと通信しているプロセッサとを備え、
　　許容単一ネットワークスライス選択支援情報（Ｓ－ＮＳＳＡＩ）に基づいてアクセス
およびモビリティ管理機能（ＡＭＦ）によって設定された一時的ユーザ機器（ＵＥ）使用
タイプを用いて、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）の中に保持される加入済みＵＥ使用タイ
プを増補し、
　　前記許容Ｓ－ＮＳＳＡＩが前記ＵＥに割り振られるときに前記一時的ＵＥ使用タイプ
を前記ＨＳＳに提供するために、
　前記プロセッサが前記命令を実行するように構成される、ワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ３１］
　前記加入済みＵＥ使用タイプに加えて前記一時的ＵＥ使用タイプを前記ＨＳＳの中に記
憶するように、前記プロセッサがさらに構成される、
　Ｃ３０に記載のワイヤレス通信デバイス。
［Ｃ３２］
　前記ＵＥ使用タイプをモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）に提供するとき、前記Ｈ
ＳＳが、記憶された一時的ＵＥ使用タイプを有する場合、前記ＨＳＳが前記一時的ＵＥ使
用タイプを提供する、Ｃ３０に記載のワイヤレス通信デバイス。
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